
























































































































































業展開では、大項目 1 から 3 については他の授業
（当該「保育内容の研究　言葉」も含む）で既習の
部分もあるので復習として確認程度にとどめ、大
































































































































































































































・  語用： 文脈に沿って言語を機能的に使用する機
能
　 発達障害（自閉症、LD、AD/HD）の子どもの
場合、語用の問題が見られることが多い。
　 会話がちぐはぐでやりとりが成立しにくい、場
面にそぐわないことを話し始める、尋ねられた
ことと違うことを答える。意図の理解が難しい、
マイペース、一方的…。
　→会話のどこで躓いているのか？
　→ 成立している会話はどんなものか？保育者が
言い方を変えれば理解できるのか？
　→ 子どもはやりとりの不成立に困っているか？
・  構音・音韻発達：発達の遅れ、医療的ケアの必
要の有無に関する大まかな判断が出来る。
　→ 発音が幼い感じ（未熟構音：サ行、ラ行が言
えない）か、ある特定の音（他の音が出来て
いるのにカ行だけが出来ていない）か、違和
感のある印象（鼻に詰まった感じ）か
　→音韻発達の遅れ（音・拍への意識）
③情緒・コミュニケーションの発達
・  ことばによらないコミュニケーションの様子
　要求か、相互にやりとりをしようとしているか？
　→ 手を引く、指差し、距離を縮める（離す）、顔
を見る（eye contact）、発声、物の手渡し、挨
拶、動作の模倣など　（乳児のやりとりの様子
と比べてみる）
・  新しい場面・人への関わりの様子：新しい人へ
の認識、関わり方を見る
　 ことばの発達の遅れのある子の場合、新しい場
面への不安が強く、慣れるのに時間がかかる子
が多い。
④聴覚・口腔器官の様子
・  聴性行動の様子：声や物音の大きさや高さの目
安を知っておく
　囁き声や物音への反応
　→ 音や声のする方向に振り返る。身体を硬くす
る。瞬きや泣きの反応。聞き返し。
　→家庭での聴こえの様子の聴取も重要
　　＊ TVの音量（音量を大きくしようとする、
TV画面に近付こうとする）
　　＊玄関の開閉に気付く
　　＊お菓子の袋を開ける
・  構音（調音）するのに必要な口腔器官・運動の
様子
　 よだれの有無、口を開けたままの子、吹くこと
の器用さ
　→ ラッパ、風船、シャボン玉などは上手にでき
るか？
　→ “変な顔”“あかんべー ”“ぺこちゃんの口”“たこ
の口”をしてみせる
　→ 食事の様子：噛まずに飲み込んでいる、硬い
食品が苦手など。
　→うがいが出来るか（がらがら、ぶくぶく）
⑤（保育場面での）遊びの様子
・  認知・思考の発達だけでなく対人関係の発達の
影響を受けることも。
　子どもがその遊びを展開している意味の解釈。
　→ ことばでのやりとりはしっかり出来るものの、
ままごとで赤ちゃん役をとる子ども
　→ 「はいどうぞ」（母親の真似？）と、お皿に乗っ
た食べ物の手渡し遊びを好む子ども
・  場面によって遊びの様子が違うことも多い。
　→ 自由遊びの場面では？設定場面では？（落ち
着きの様子）
　→ 一人遊びか？お友達と遊べるか？お友達とト
ラブルは？保育者とのやりとりは？
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⑥ 視覚認知・操作運動（認知、目と手の協応など
も関連）
・  関係の理解など：思考や認識の発達との関連が
深い。
　 体験の積み重ねにより過去の出来事を思いだし、
新しい経験との関係を見出す
　→ 位置関係がわかる、物の因果関係がわかる、
弁別・分類が出来る、構成の能力など
・  物の操作や扱い
　→ 玩具の操作、描画時の筆記具の持ち方や書き
方、利き手など
6 ．幼稚園・保育園での支援の可能性について
　ことばの発達は“時間”と“手間（お世話）”をかけ
ることが大事
　安心感で育つ“ことば（コミュニケーション）”
　①ことばの発達の遅れ
　　 子どもの発達を支える家族が安心して子ども
に関われること
　　→ 保護者への支援（具体的な関わり方、子ど
もの発達や行動の特徴に気づく、これまで・
これからの子育てを否定されずに自信を
持って関われる）
　　→ 子どもの各時期の発達課題に対応できるこ
と（長期的スパンでの対応、細く長く）
　　 子ども自身の育つ力を見極めることと「待つ」
ことの重要性
　②構音発達の遅れ？
　　 どんな要因で構音の問題が生じているのか？
の見極めの重要さ
　　→聴覚障害が起因するもの
　　→口腔内の器質的障害が起因するもの
　　→ 知的発達には大きな問題がない場合、単な
る発音の発達の遅れなのか、心の発達が影
響する場合も
　　 大人からの働きかけ（指示）で一定時間着席
可能か？が継続的支援の大きなポイント
　　→ 指示に応じられるだけの知的発達と“聴く”
構え
　　発音（構音）の発達の機序の理解
　③発達障害
　　 子どもや家族にとっての「困り感」や困難さは、
集団場面（幼稚園や保育園、学校など）や学
習場面で生じやすい。
　　→ 保護者（ないし子どもの身近にいる支援者）
が子どもの困っている状況に対応できる具
体的なノウハウをもつことの重要性
　　→ 困っている現状に「すぐに」対応できるこ
とが、問題の拗れ（ 2 次的な問題）を軽減
する。
（うえの・なおこ　聖学院大学人間福祉学部児童学
科非常勤講師）
